編集者会議の要録と宿題整理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地球研スタッフ
【編者への宿題】

1． 年表係（サハリン除く各地域班から1人ずつ）を決めて湯本に報告（8月末）
地球研スタッフ以外から選出、手法班は年表係なし

環境史年表作成WG  （湯本から別途、環境史年表についての趣旨説明あり）
年表の表現方法（図・写真や文字情報）を含めてWGで検討する
２．出版社・編集者を湯本に紹介（8月15日まで）
３．自分の巻の弱点をリストアップ（思いつけば他の巻の弱点も）（9月15日コアメンバー会議まで）
４． 会議の内容を踏まえた目次案ねりなおし（9月15日コアメンバー会議まで）※重要！
《各巻編成の目安》　序章 ＋ 4部（12章＋4コラム）＋ 終章 
５． 執筆者に各章の概要を依頼　　（巻ごとにとりまとめて12月全体会議前に提出）　
概要200字程度（コラムは100字程度）+キーワード３つ、ほかに節立てを含めてもよい
　　　・・書式などは、会議資料「第4巻　奄美沖縄班担当部分の梗概案」を参考に

【会議で確認されたこと】

１．6巻構成（湯本案ベース）・・・当初は疑問がでていた２班組み合わせも、編集者間では受容されつつある（最大の成果！）。
2． 対談集、ブックレットなど派生企画の可能性あり。
3． １巻あたりフルペーパー12本が上限(この編成に収まらない話は各班の出版物で対応）
4． 本文では、時間軸を網羅する必要はない。その代わり年表は薄くてもいいから全体をカバーする。

5． 想定される読み手：　日本の自然や歴史に興味のある人　⇒　中学・高校の先生が理解できて、生徒や周りの人に伝えたいという気持ちになる本を・・・ほかに図書館も。
6． 出版目標　：　2010年10月（COP10）までに6巻同時発売　（出版社次第？）

